




A trial analysis of Community-Based-Learning programs for 
freshmen at The University of Fukuchiyama 


























































































































































以内で移動可能であることの 4 点が理由として挙げられる。 






































































































































4.1 演習の概要  
 本クラスはフィールドワーク、とりわけ参与観察とインタビュー調査の中から課題を発見し、その
ための具体的な実践を行うことを目的に演習を組み立てた。教員は谷口知弘教授と杉岡秀紀准教授の
































































































































生 24 名の指導にあたった。受講学生は、夜久野まち協にて設置される 4 部会（経済活性化部会、定
住・交流促進部会、教育・文化・スポーツ部会、福祉・あんしん部会）にあわせ、4 グループに分か































































































































表 4 発見事実の整理 
事例1 事例２ 事例３




























































































(8) 日本学術会議経営学委員会地域経営学の研究・教育のあり方検討分科会，第 23期経営学委員会 地域経営学
の研究・教育のあり方検討分科会 記録，2017年 
(9) 野畠章吾，大学教育における地域貢献活動型フィールドワークの意義‐関西学院大学 総合政策学部 白山麓












(14) 山田千香子，フィールドワーク教育の方法と実践について-長崎県のしまにおける 15 年の教育実践への考察，
長崎県立大学経済学部論集第 48巻，第 1号，pp.33-69，2014年 









(3) まち・ひと・しごと創生本部事務局が提供する地域経済分析システム(Regional Economy Society Analyzing 
System)を指す。事例３の演習では、６月 15日の文献調査の際に福知山市全体の状況を概観するにあたり RESAS
を利用したため、学生から RESASについて言及した感想が出たと思われる。 
(4) ここでいうルーブリックとは、当該授業にて養成する能力について、その評価基準を記述した表を指す。西
岡ら（2017）の説明によると「成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれのレベルに対応するパフ
ォーマンスの特徴を記した記述語からなる評価基準表」とされる。 
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